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令和元年度 中学生チャレンジテスト（１・２年生）の結果概要 大阪府教育委員会

中学校１年【国語】

中学校１年【数学】

中学校１年【英語】

64.9点

平均点

6.9

無解答率

良好

□単語の類別や働きについて理解し、同じような意味を表すように書

き換えること

□文脈に即して、漢字を正しく読むこと

課題

■目的や意図に応じて材料を整理し、伝えたいことを明確にすること

■伝えたい事実や事柄について、自分の考えを明確にして書くこと

【これからの学習に向けたアドバイス】

★基本的な語句や文法事項の定着を図るようにしましょう。

★日常的な話題について、簡単な表現が用いられている広告やパン

フレット、予定表、手紙、電子メール、短い文章などから、自分が

必要とする情報を読み取ってみましょう。

実施生徒数：61,963人

実施生徒数：62,223人

48.8点

平均点

10.6

無解答率

％

良好
□文字式の表現を理解すること
□与えられたグラフから必要な情報を適切に読み取ること

課題
■具体的な事象の中の数量の関係をとらえ、文字式の意味を説明
すること

■比例、反比例のグラフの特徴を用いて具体的な事象について考え
ること

57.5点

平均点

3.2

無解答率

％

良好

□日常的な会話を聞き取ること

□基本的な文章や内容を読み取ること

課題

■基本的な英文を正しく書くこと

■資料や会話などを理解し、必要となる情報や内容を読み取ること

【これからの学習に向けたアドバイス】

★式を用いて表したり式の意味を読み取ったりするためには、文字が

表す数量とその関係を理解するようにしましょう。

★２つの数量の関係を表、式、グラフで表し、その関係が比例、反

比例であるか理解し、２つの数量の変化や対応についてさまざま

な特徴を捉えましょう。

【これからの学習に向けたアドバイス】

★比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方について理解を
深め、それらを使えるようにしましょう。

★自分の立場や考え、根拠が明確になるように、話の中心的な部
分と付加的な部分、事実と意見との関係などに注意して、構成
を工夫しましょう。

○学力に関する調査
・中学校第1学年：国語、数学、英語
・中学校第2学年：国語、社会（選択問題A・B）

数学、理科（選択問題A・B）、英語

○学習状況に関する調査
・生徒アンケート

○実施校数(1月9日実施分)
・中学校第1学年：475校
・中学校第2学年：475校

○実施生徒数(1月9日実施分)
・中学校第1学年：62,223人
・中学校第2学年：59,787人

○調査対象
・中学校、義務教育学校後期課程及び
支援学校中学部の第1学年及び第2学年

中学校２年【国語】

中学校２年【数学】

中学校２年【英語】

51.1点

平均点

9.0

無解答率

良好

□文脈に即して、漢字を正しく読むこと

□行書の基礎的な書き方を理解して、楷書に書き換えること

課題

■慣用句の意味を理解し、適切な文を書くこと

■文章の内容をとらえ、筆者の考えを理解すること実施生徒数：59,466人

％

【これからの学習に向けたアドバイス】

★相手に伝えることを意識して、語と語のつながりに注意しながら書

きましょう。

★コミュニケーションなどで大切な部分を捉える際は、複数の情報か

ら最も伝えたい、もしくは知りたいことは何であるかを考えましょう。

実施生徒数：59,561人

実施生徒数：59,335人

59.6点

平均点

8.2

無解答率

％

良好
□単項式どうしの除法の計算をすること
□錯角・同位角など平行線の性質を理解すること

課題
■２直線の交点の座標や直線と x 軸、y 軸との交点を活用して
直線の式を求めること

■与えられた図やグラフから、必要な情報を適切に読み取り、事象
を数学的に解釈すること

54.9点

平均点

3.9

無解答率

％

良好

□日常的な会話を聞き取ること

□日常的な会話を表した文章の内容を読み取ること

課題

■会話の流れに沿って、指示通りに適切な英文を書くこと

■資料や会話文の内容を把握し、必要となる情報を正確に読み取

ること

【これからの学習に向けたアドバイス】

★比例，反比例の学習を基に、一次関数について理解し、関数
関係についての理解を深めましょう。

★グラフから情報を読み取る場合、「グラフの傾きの意味するもの」

を読み取るとともに、縦軸・横軸の単位から事象に合わせて解釈

をしましょう。

【これからの学習に向けたアドバイス】

★慣用句を学ぶときには、辞書などで意味や使い方を確認し、ノー

ト等に記録したり、日常生活のなかで活用したりしましょう。

★報告や解説などの文章を読み、理解したことや考えたことを説明

したり文章にまとめたりしましょう。
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実施生徒数：62,042人

％
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中学校２年【社会Ａ】 中学校２年【社会Ｂ】

49.8点

平均点

5.9

無解答率

良好
□地理的な特徴や歴史上の人物に関することなど、基礎的な知識を理解すること
課題

■資料を活用して、多面的、多角的に考察し、説明すること
■資料から読み取れる情報や既習の知識を組み合わせて考察すること

実施生徒数：54,010人

％

実施生徒数：5,585人

50.6点

平均点

6.0

無解答率

％

【これからの学習に向けたアドバイス】

★資料から読み取った情報を習ったことと結び付けて様々な側面、角度から考え、簡潔に説明しましょう。
★複数の情報を見比べたり結び付けたりして、傾向や特徴についてとらえていくようにしましょう。

中学校２年【理科Ａ】 中学校２年【理科Ｂ】

48.8点

平均点

6.6

無解答率

良好
□セキツイの有無による動物の分類や魚類の呼吸方法など生物の体のつくりについて理解すること
□安全に実験を行うための注意点について理解すること

課題
■科学的な知識や概念を活用し、観察・実験の結果を分析して解釈すること
（金属の酸化物から金属を取り出す方法）

実施生徒数：27,201人

％

実施生徒数：32,586人

49.9点

平均点

6.5

無解答率

％

【これからの学習に向けたアドバイス】

★観察、実験ではデータを図、表、グラフなどの多様な形式で表したり、結果について考察したりしましょう。
★身の回りのものや現象について、これまで学習したことと関連付けて考えたり説明したりする機会をつくり
ましょう。

8.普段（月曜日から金曜日）、一日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンを使いますか。

7.テレビや新聞、インターネットなどのニュースを見る。

6.自ら課題を見つけて、家で勉強をしている。

5.授業中、間違っても笑われない。

4.授業で、図書館の資料やインターネットなどで調べる活動がある。

3.授業中、話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり、広げたりしている。

2.授業中、自分の考えや意見を伝える場面がある。

1.授業中、ノートやプリントに自分の考えを書く場面がある。

■今回お知らせする調査結果は、学力や学習状況の一部分であり、子どもたちの学力や学習状況、学校の教育活動などのすべてを表すものではありません。

■本調査の結果とともに、「ワークブック」や「力だめしプリント」などの学習に役立つ情報については、大阪府教育庁 市町村教育室小中学校課のWebページにおいてもお知らせして
いますので、ご活用ください。

○復習教材 http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/challenge/h30_3_fukushu.html

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大阪府

４時間以上 ３時間以上，４時間より少ない ２時間以上，３時間より少ない

１時間以上，２時間より少ない 30分以上，１時間より少ない 30分より少ない

携帯電話やスマートフォンを持っていない その他 無回答

当てはまる どちらかといえば，当てはまる どちらかといえば，当てはまらない 当てはまらない その他 無回答

1.～7.

8.

１・２年生におけるアンケート結果

【生徒・保護者のみなさんへ】
アンケートの回答状況と各教科のテストの結果との関係を調べると、「６．自ら課題を見つけて、家で勉強をしてい
る。」と「７．テレビや新聞、インターネットなどのニュースを見る。」で、「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と

回答している生徒ほど、各教科の平均点が高い傾向が見られました。また、「８．普段（月曜日から金曜日）、
一日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンを使いますか。」では、使用時間が短い生徒ほど各教科の平
均点が高い傾向が見られました。

こうした結果を参考にして、学習の仕方や生活習慣などについて振り返ってみましょう。


